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○作業の効率化
　ロボットトラクタ、スマート
フォンで操作する水田の水管理
システムなどの活用により、作業
を自動化し人手
を省くことが可
能になります

○データの活用
　ドローン・衛星によるデータ
や気象データのAI 解析により、
農作物の生育や病虫害を予測
し、高度な農
業形態が可能
になります

○情報共有の簡易化
　位置情報と連携した経営管理ア
プリの活用により、作業の記録を
デジタル化・自動化し、熟練者で
なくても生産活
動の主体になる
ことが可能にな
ります
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基幹的農業従事者数（個人経営体）の推移

農林業センサス（北海道）調査結果の概要より
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　以前は母親と２人でホースを用いて除草剤を撒いて
いましたが、母も高齢になり作業負担が大きくなって
きたため導入しました。ドローンを使えば、コントロー
ラーを操作するだけで除草剤散布作業ができます。操
作方法も簡単で、メーカーの人に教えてもらい２～３
回の運転で慣れました。難点はバッテリーの持ちが悪
く、１本 10 分程度で使い切ってしまうためこまめな交
換と充電が必要なところです。今後、スマート農業の
普及に伴い機械の性能も上がることを期待しています。

　ブレーキ以外は自動運転なので疲れにくいのはもち
ろん、作業位置がタッチパネルに表示されているため、
耕運箇所が重なることなく効率的に作業することがで
きます。RTK ※を搭載しているので、誤差も５ｃｍ
以内と少ないです。以前は耕運箇所が重ならないよう
事前に畑の距離を測って棒を立てる作業を１日かけて
行っていたので、作業量がかなり軽減されました。
※『リアルタイムキネマティック』の略。地上に設置した「基準局」

　からの位置情報データによって、高い精度の測位を実現する技術

　この田植機は直進専用の自動操舵システムが搭載
されており、事前に基準線を登録することで、方向
転換以外はボタンを操作するだけで基準線にそって
田植え作業をすることができます。
　導入前は運転と苗補給を２人体制で行っていまし
たが、今は１人で作業を行えるようになりました。植
えるスピードも速いので、作業効率も向上しました。
　最近よく耳にする「働き方改革」ですが、農業にとっ
ても大切なことだと思っています。

導入事例①　上葛泰隆さん（札比内）
【直進アシスト機能付き田植機】

導入事例②　中村貴広さん（知来乙２）
【農業用ドローンでの農薬散布】

導入事例③　伊藤格さん（月ヶ岡）
【トラクター自動操舵システム】

　月形町では、スマート農業の導入を検討している方への支
援を行っています。「費用が高いから迷っている」「手続方法
がわからない」などお悩みの場合は、ご相談ください。
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～町の支援事業～
○農業継続支援事業
　スマート農業機械・装置の本体および付属品※の導入
費用（自ら行った設置工事費用は除く）に対し、３分の
１（上限 30 万円）の補助金を支給します
※補助対象の機械などは農林水産省ホームページの

「スマート農業技術カタログ」に掲載されています
【問合せ先】　
農林建設課農政係 ☎ IP□53・2322

～相談窓口～
○月形町農業改良協会
　農業技術の改良普及および農家経済の発展を図り、月
形の農業の確立を目指すことを目的としています

【問合せ先】
　農林建設課農政係 ☎ IP□53・2322
　月形町農業協同組合営農推進課営農推進係☎ 53・3400

▲伊藤格さん（月ヶ岡） ▲ハンドルから手を離しても自動で
　トラクターが操作されているようす

▲�上葛泰隆さん（右）、さおり
さん（左）夫妻（札比内）

▲運転席が無人の状態でも自動運
　転しているようす

▲中村貴広さん（知来乙２） ▲ドローンを操作し除草剤を散布
　しているようす

ス
マ
ー
ト
農
業
の
課
題
と
今
後

の
展
望

▲カタログ掲載
　ページ

実際に導入している方を紹介します！


